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国内外の時論、公論に大きな影響力を及ぼした新聞界の巨人

臨場感ある議会情報

国際情報の宝庫

人物情報の宝庫

近代英語形成の最大級の功労者

論説と投書欄

創刊当時は数ある日刊紙の一つに過ぎなかったタイムズは19
世紀前半、進取の精神に富むオーナーと編集者の下、機械式
印刷機や自前の特派員網といった新機軸を取り入れることで、
多くのスクープを手掛け、社会の中で発言力を増す新興ミド
ルクラスの世論を代弁する形で発行部数を伸ばしました。19
世紀半ばには、その影響力は政権を崩壊させるほどの大きな
ものになり、米国のリンカーン大統領をして「ロンドン・タイ
ムズの影響力は世界最大級である」と言わしめ、他紙には到

達できない特権的なポジションを新聞界で獲得するに至りま
す。その後、19 世紀後半から20 世紀にかけて、安価なペニー
新聞や大衆紙が登場すると、今度は、ゴシップ記事などで部
数を伸ばす大衆紙とは一線を画し、高級紙市場という新しい
市場を見出し、国内ではエリート層向けのクオリティー・ペー
パーとして世論を導き、国外では世界のタイムズとして、時論、
公論に影響を及ぼしました。

タイムズが創刊された18 世紀後半、議会の演説を新聞で報
道することに対する規制が緩和され、議会情報が新聞メディ
アの新しいコンテンツとして俄かに注目を集めます。自前の

議会記者を擁していたタイムズの速記録は、議会の現場の雰
囲気をよく伝える記録としての価値をもっています。

タイムズの傑出した特徴の一つとして、外国記事の充実が挙
げられます。外国記事といえば外国の新聞記事を翻訳して掲
載することに過ぎなかった19 世紀初頭すでに、自社の海外通
信網を備えるまでになり、その情報収集能力を頼んで、外国
情報をタイムズに照会する政府関係者もいたほどです。その

後、タイムズの海外特派員はイギリス国内外の世論形成に影
響を及ぼし、大英帝国のメディアとしての権威と名声を高め
ることに貢献しました。タイムズの国際記事は、現代の研究
者が 19 世紀以降の国際政治の動向を知る上での情報の宝庫
です。

訃報欄の充実はイギリス高級紙が誇る特徴です。特にタイム
ズの訃報記事は同紙の看板記事として読者の人気が高く、中
には記事のレベルを超えて作品の域に達しているものもあり、
書物として再刊されるものも少なくありません。過去の訃報
記事は、現代の伝記情報からは欠落した事実を掘り起こす
手がかりを提供するだけでなく、現代とは異なる視点の下に

人物を捉えることを可能にする歴史資料です。タイムズには
1880 年前後からほぼ毎日訃報記事が掲載され、本データベー
スに収録される訃報記事は約 17 万件に及びます。これら著
名人の訃報記事に、一般人の結婚、子供の誕生、死亡に関す
る短報、政府、軍隊、大学、教会、財界の人事情報を加えれ
ば、これだけでタイムズは人物情報の宝庫です。

ジャーナリズム言語は、学術言語、文学言語と並び、近代英語
の形成に大きく貢献しました。とりわけ現代世界において言語市
場に占めるジャーナリズム言語のウェイトが一層高まる中で、新
聞に代表されるジャーナリズム言語は言語学的にも重要な研究
素材を提供します。とりわけタイムズは、オックスフォード英語
辞典（OED）収録言語の典拠数で全体の1.2%を占め、シェイ

クスピアやウォルター・スコットら英文学のビッグネームを抑え
て堂々の1 位、初出語の典拠数でも『フィロゾフィカル・トラン
ザクションズ』、チョーサー、ジョン・トレヴィサ（14 世紀の翻
訳家）に次ぐ4 位を占める事実（2010 年時の調査による）が雄
弁に物語る通り、近代英語形成の最大級の功労者と言っても過
言ではなく、英語史研究にとっても欠くことができない資料です。

論説を抜きにタイムズを語ることはできません。国内外の時
論、公論に対するタイムズの影響力とは、その論説の影響力
であり、時に政権の崩壊をもたらし、国際政治の動向を左右
することもありました。タイムズの論説は、近代以降のメディ
アと社会の関係史を跡付ける豊富なケーススタディーを提供
します。また、国内外の政治家や知識人から無名の市民まで、

多くの人が声を寄せたタイムズの投書欄も見逃すことはでき
ません。現代の視点から見てマイナーな出来事にむしろ大き
な反響が寄せられるなど、タイムズの投書欄は時代の空気を
伝える格好のバロメーターであり、歴史資料としての有用性
は際立ち、多くの歴史研究者によって引用されてきました。

本データベースはイギリスの新聞、ザ・タイムズ（ロンドン・タイムズ）の創刊号以降の記事を発行時の紙面�
イメージに忠実に電子化、フルテキスト検索を可能にしたものです。
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ディジタル人文学の時代のタイムズ

収録記事の概要

一部の専門家を読者とする他の学術情報と異なり、社会の多
くの人々を読者とする新聞は、政治、経済から、社会、風俗、
論説、投稿、訃報などの人物情報、文芸、芸術、広告まで、
多種多様の情報を含むが故に、資料としての汎用性が高く、
過去の人々の生の声を伝える貴重な歴史資料です。また、日
次で発行される日刊紙は、過去の事象の変化を時系列で辿る
ことを可能にするという、他の歴史資料では代替できないメ
リットを持っています。近年、歴史資料のディジタル化が進

む中で、時系列の変化を辿りやすい日刊紙の価値が改めて見
直されています。中でも、現存するイギリス最古の日刊紙タ
イムズは、その発行期間の長さと記事数の多さと汎用性と知
名度の高さから、数ある新聞の中で、ディジタル資料として
最も可能性を秘めた新聞です。
※�本データベースの買い切り契約機関には、テキストマイニ

ング用ドライブを有償で提供できます。詳しくはお問い合わ
せください。

ページ送り、画面拡大・縮小、全画面表示、輝度・コントラスト調整のビューワ機能の他、印刷、PDFファイルのダウンロード、�
OCR テキストのダウンロード、書誌自動生成、書誌情報のエクスポート、メール配信、Google ／ Microsoft ログインとクラ
ウド連携の諸機能を実装しています。

 収録期間：�2020年まで毎年1月に自動的に1年分の記事が追加される形でアッ
プデートされてきましたが、2020年 1月を最後に毎年のアップデー
トは終了しました。2021年に「2015年 - 2019年」の記事がサプル
メントとして刊行され、当面は収録年代が「1785年 - 2019年」の
固定となります。数年後にさらに数年分の記事がまとめてサプルメ
ントとして刊行される予定です。サプルメントの購入は任意です。

※ �1978年 12月1日から1979年 11月12日まで、労使紛争のため発行が停止さ
れました。また、ごく一部、権利関係で収録されていない記事があります。

 収 録 数：7 万号、1,238 万記事、185 万ページ

詳細検索画面（検索範囲の指定・掛け合わせ検索・ファジー検索）

発行日、記事欄等で絞り込み

記事表示画面では記事単位でも
ページ単位でも表示可能

発行日毎にブラウズすることが可能

一字一句をフルテキス
ト検索。検索語はハイ
ライト表示
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 1806 ナポレオンの大陸封鎖令 ―  1
 1814 タイムズ、機械式印刷機を採用 ―  2
 1820 キャロライン王妃事件 ―  3
 1830 国王ジョージ 4世死去、論説で国王を罵倒 ―  4
 1830 リヴァプール・マンチェスター鉄道営業運転開始 ―  5
 1832 第一次選挙法改正 ―  6
 1844 タイムズ、電信による初めての報道 ―  7
 1846 穀物法撤廃 ―  8
 1850 タイムズが独占を享受しているとの批判に論説で反論 ―  9
 1852 ダービー首相が議会でタイムズを批判、それを受けて論説を掲載 ―  10
 1853 クリミア戦争 ―  11

1785-1854

外国新聞の輸入は郵政省が独占していたが、
大陸封鎖令で情報が途絶するとタイムズは自
社通信網を使い海外情報の入手に努めたた
め、郵政省と対立した。郵政省がタイムズ宛
の郵便物を意図的に遅配したことを批判する
記事。（May 12, 1807）

1

10 年前の離婚裁判で王妃を擁護して以来、
タイムズにとって国王は因縁の相手。その死
に際しても容赦することはなかった。「亡き王
ほどその死を同胞から嘆き悲しまれることの
ない人はいるだろうか。誰がその死に涙を流
しただろうか。」 （July 16, 1830）

4

タイムズが独占を享受しているとの批判を受
けての論説。現在享受している地位は発行部
数最大のタイムズを広告主が選択した結果に
すぎず、不当に得た地位ではないと反論。他
の日刊紙を合わせたよりも多くの税金を払っ
ていることなど、メディア史的にも重要な情
報を含む。 （January 11, 1850）

9

あらゆる印刷物の中で初めて機械式印刷機を
使い印刷した日の記事。「小紙が本日読者に
お届けするのは、印刷術の発見以来最大の改
良の成果である。」（November 29, 1814）

2

国王ジョージと王妃キャロラインの離婚裁判
では王妃を擁護、王妃の国王宛書簡を独占掲
載した。（August 14, 1820）

3

穀物法撤廃の閣議決定をすっぱ抜いた論説。
政界に衝撃を与え、ピール首相は弁明に追わ
れた。（December 4, 1845）

8

タイムズの異名「サンダラー」の由来となっ
た選挙法改正の必要を説いた論説。

（January 29, 1831）
6

軍の杜撰な作戦や前線の医療の惨状を暴露し
たタイムズ特派員ウィリアム・ラッセルによ
る近代ジャーナリズム史上最初のスクープ記
事。これによりラッセルは従軍記者のパイオ
ニアの栄誉を得る。また、新聞記事によって
内閣が崩壊したイギリス憲政史上最初期の例
でもある。（October 12, 1854）

11

営業運転初日の人身事故。
（September 17, 1830）5

電信による初の報道となった女王の二男誕生の報道。
（August 7, 1844）7

報道の自由、政府と新聞の関係を定式化した、
タイムズの歴史の中で最も有名な論説。近
代ジャーナリズム史上の記念碑的テキスト。

（February 6, 1852）

10
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 1859 イタリア統一戦争 ―  1
 1862 文久遣欧使節団訪英 ―  2
 1870 普仏戦争 ―  3
 1872 トマス・クック、世界初の世界一周パック旅行を企画 ―  4
 1878 露土戦争講和ベルリン会議 ―  5
 1882 フェニックス・パーク事件 ―  6
 1884 OED刊行開始 ―  7
 1885 ゴードン救援軍をスーダンへ派遣 ―  8

1855-1895

タイムズ特派員ブローウィッツは講和条約を
スクープするために密かに協力者を外交官と
偽って講和会議に送り込んだ。二人は示し合
わせて同じ帽子を被ることにした。ホテルで
食事をするとき、協力者がクロークの壁にか
けた帽子をブローウィッツが被ってホテルを
後にする。帽子には条約原文が縫い込まれて
いたのである。この「ハットトリック」によっ
て入手した条約原文をブローウィッツはコー
トに縫いこみ、列車を乗り継いでブリュッセ
ルへ向かった。ベルリンの郵便局から電報で
送れば、その場で逮捕されると考えたブロー
ウィッツは、予めベルギー代表団の高官を騙
し、ブリュッセル支局開設の準備のためにロ
ンドン本社との間で電報の送受信を行なう際
に条約原文のダミーを使うことを許諾する内
容のベルギー郵政長官宛レターを得ていたの
である。こうして条約原文はロンドンのタイ
ムズ本社に届けられ、ベルリンで条約が調印
されたのと同じ日に掲載されるという世紀の
スクープとなった。（July 15, 1878）

下はこの逸話を紹介する記事。
（January 16, 2003）

5

使節団の動向は連日詳しく報じられた。記事
は、一行がキングズ・コレッジ病院を訪問し
たときの模様。箕作（秋坪）、松木弘安の名
前が見える。（May 12, 1862）

2

開戦１週間後に掲載されたベルギー併合に関
する普仏間の密約のフランス語原文。イギリ
ス世論を味方につけて戦争を有利に進めるた
めに、プロイセン宰相ビスマルクが有力紙タ
イムズへの掲載を仕掛けた。（July 25, 1870）

3
スーダンのハルツームで反乱軍に包囲された
チャールズ・ゴードンに下にいたタイムズ特派
員フランク・パワーが現地の窮状を伝えた記
事は救援軍派遣に向けて世論を喚起した。パ
ワーは窮状打開のためハルツーム脱出を試み
るも、反乱軍に殺害された。この記事は殺害さ
れた後に掲載された。（September 29, 1884）

8

自前の特派員網を持っていたタイムズが通信
社を使うのは遅れた。記事は、サルデーニャ
王国を支援し、オーストリアと戦うことを宣
言したナポレオン 3 世のフランス語原文で、
ロイター通信社から入手したもの。

（May 4, 1859）

1

クックはみずから添乗員として同行。旅の途上
で書いた旅行記は3回に分けてタイムズに独占
掲載された。記事は一行が横浜に停泊し、東
京に立ち寄ったときの様子。芝の増上寺を訪
問、人力車に分乗し、市街地を見物した。商店
街に本や絵を商う店が多いことに驚いている。

（February 5, 1873）

4

アイルランド主席政務官がフェニックス・パーク
で殺害された。5 年後、アイルランド民族主義
者チャールズ・パーネルの事件への関与を明か
した手紙をタイムズが掲載。しかし、この手紙
は偽造であることが判明し、タイムズは裁判で
敗訴する。（April 18, 1887）

6

OED 収録の語彙の出典数でタイムズが 1位、
初出例の出典数でも4位であることを伝える記事。

（November 30, 2010）
7
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1896-1938  1897 アーネスト・モリソン、北京特派員に着任 ―  1
 1900 義和団事件 ―  2
 1901 ヴィクトリア女王死去 ―  3
 1902 日英同盟 ―  4
 1912 タイタニック号沈没 ―  5
 1920 中東における英仏の委任統治 ―  6
 1922 ツタンカーメン王の墓発見 ―  7
 1932 新書体タイムズ・ニュー・ロマンを発表 ―  8
 1936 ジョージ 5世死去 ―  9
 1938 チェンバレン首相の対独宥和政策 ―  10

新しい書体「タイムズ・ニュー・
ロマン」の完成を報じる記事。

（October 3, 1932）
8ヴィクトリア女王の死去を伝える

記事。（January 23, 1901）3 アラブ人を代弁してアラブ人の権利
を説いたアラビアのロレンスこと、T.E. 
ロレンスの投書。（July 23, 1920）

6

事故の第一報。（April 16, 1912）5

満州保護領化への布石としてロシ
アと清の間で調印された秘密協
定をモリソンがスクープした記事
は世界に衝撃を与えた。日本の
抗議に遭い、協定は破棄される。
東アジア近現代史の中で、新聞
のスクープ記事が政治外交に影
響を与えた重要例。

（January 3, 1901）

1

北京の公使館街が清朝軍に包
囲され、多数の外国人が 2 ヵ
月間籠城を余儀なくされた。記
事はモリソンの籠城体験記。位
置関係がわかるよう、公使館
街の平面図も掲載されている。

（October 13, 1900）

2

タイムズはイギリスと日本の接
近に向けて世論を喚起し、日英
同盟のゴッドファーザーと呼ば
れた。記事は同盟締結を歓迎す
る論説。（February 25, 1902）

4

50 年後に公開された主治医の記
録によれば、コカインとモルヒネ
の注射を2 回行なうことで国王の
安楽死を早めた。背景には、国
王の死という国家の重大事の第
一報は夕刊紙ではなく、タイムズ
に代表される朝刊紙にこそ掲載す
べきという主治医の判断があった。
国王死去の直前、主治医は妻を
通して、朝刊の印刷を遅らせるよ
うタイムズ編集部に指示をした。
上は国王の死去を伝える記事。

（January 21, 1936）

下は 50 年後に公開された主治
医の手記を伝える記事。

（November 27, 1986）

9

世紀の発見となったツタンカーメ
ン王の墓の発見は、情報提供者
に金銭を支払う小切手ジャーナリ
ズムの時代のさきがけともなった。
タイムズは発掘に関する全情報を
独占的に入手し、その対価として
5,000ポンドを発掘のスポンサー
のカーナヴォン卿に支払った。
上はこの挿話を紹介する記事。

（November 10, 2007）

下は発見を伝えるスクープ記事。
（November 19, 1922）

7

ナチス・ドイツによるチェコ・
スロヴァキアのズデーテン地
方併合問題が緊迫化する中で
出された論説は、ズデーテン
地方はドイツに編入されるべき
であると論じ、宥和政策を支
持。「民族的に同質な国家にな
るというチェコ・スロヴァキア
にとっての利益は、国境地帯の
ズデーテンのドイツ人地域を失
う不利益よりも大きいだろう。」

（September 7, 1938）

10
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1939-2001  1939 第二次世界大戦勃発 ―  1
 1942 ビヴァリッジ報告 ―  2
 1945 チャーチル首相、議会でタイムズを批判 ―  3
 1945 第二次世界大戦終結 ―  4
 1953 エリザベス女王戴冠式
 1953 ヒラリー、エベレスト初登頂 ―  5
 1963 プロヒューモ事件 ―  6
 1966 タイムズ、第一面に初めてニュース記事を掲載
 1967 ミック・ジャガー、麻薬所持容疑で逮捕 ―  7
 1978 タイムズ、労使紛争により年末から約１年間発行休止
 1980 ジョン・レノン死去 ―  8
 1997 ダイアナ死去 ―  9
 2001 タイムズ、総選挙で初めて労働党を支持 ―  10

第二次世界大戦の火蓋を切った
ドイツ軍のポーランド侵攻を報じ
る記事。（September 2, 1939）

1

ドイツ軍が降伏、ヨーロッパで
の戦争の勝利が確定したことを
伝える記事。（May 8, 1945）

4

ビヴァリッジ報告が発表された
直後、報告の中で提示されたグ
ランドデザインを歓迎 する論説。
 （December 5, 1942）

2

ギリシア政策に対するタイムズの
批判を議会で取り上げる。「イギ
リス政府が自国の報道機関からこ
れほど誹謗され、動機を中傷され
たことは私の戦争体験の中でも例
がない」（January 19, 1945）

3

陸軍大臣による国家機密漏洩疑
惑事件に関して、安全保障の問
題とする大方の見立てに反して
モラルの問題と指摘した論説。

（June 11, 1963）

6

ジョン・レノンの訃報記事。
 （December 10, 1980）8

ダイアナの無言の帰国を伝える
記事。（September 1, 1997）9

「小紙は史上初めて、本選挙に
おいて慎重に、だが明確に労働
党を支持する」（June 5, 2001）

10

懲役 3ヶ月の刑が科されたこと
に対して、判決の背後に、ロー
リング・ストーンズの歌やパ
フォーマンス、若者への悪影響
を好ましく思わない感情が存在
することを示唆し、伝統の破壊
を恐れる余り、寛容と公正とい
うイギリスの良き伝統を忘れて、
有名人であるという理由だけで
重い刑を科すことがあってはな
らない、と説いた。論説は、条
件付き釈放へと導いた。タイト
ルの“Who breaks a butterfly on a 
wheel ?”はアレクサンダー・ポー
プの詩の一節。蝶を轢くのに車
輪を以ってするのは誰か、転じ
て、些細なことに大げさな手段
を使うのは誰か、との意。
(July 1, 1967)

下は、ミック・ジャガーとともに
逮捕されたキース・リチャーズ
が自伝の中でタイムズの論説に
助けられたと証言していることを
伝える記事。(October 16, 2010)

7

ヒラリーに同行したタイムズ記者
ジェームズ・モリスは初登頂成
功のニュースを暗号にして送信
した。暗号はベースキャンプから
48キロ下った警察署まで届けら
れ、そこからカトマンズの英国大
使館を経てタイムズ本社まで無
線で届けられた。ヒラリー登頂
のスクープ記事は、エリザベス2
世戴冠の日に掲載された 。

（June 2, 1953）

下は、ヒラリー逝去の翌日、こ
のエピソードを紹介する記事。
 （January 12, 2008）

5
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英軍によるイラク侵攻が計画される中、ロン
ドンで侵攻に反対する100 万人が抗議デモを
行なった。しかし、1ヵ月後、英軍は米軍と
ともにイラクを侵攻した。（Feb 17, 2003）

1

ロンドンの地下鉄と二階建てバスを標的にし
た爆破テロ事件が発生、50 人以上が死亡、
約 700 人が負傷する大惨事になった。

（July 8, 2005）

2

キャメロン政権の緊縮政策の一環としての大
学授業料値上げに反対する学生がデモを行
い、一部の学生が保守党本部の建物を襲撃
した。（November 11, 2010）

3

警察による黒人青年射殺事件が引金となり、ロン
ドン、バーミンガム、マンチェスター等の大都市で
暴動が発生。低所得者の若者が逮捕者の多くを占
めたため、前年の授業料値上げ反対デモとともに、
キャメロン政権の緊縮政策に対する若者の不満�
を浮彫にした。（August 8, 2011）

4

1948年以来64年ぶりの開催となったロンドン五輪。
開催式を伝える記事（July 28, 2012）5

前年の婚姻法の成立により同性婚が合法化�
した。記事は同法の施行に伴い、結婚式を挙
げ晴れて正式なカップルとなった二人の男性。

（March 29, 2014）

6

EU 離脱の是非を問う国民投票の 4日
前に「EU の内部で改革を先導する
ことが、イギリスの国益に適う」と
EU 残留を支持する社説を掲載した。�

（June 18, 2016）

しかし、国民投票で離脱派が勝利する
と、健全な議論が罵り合いに堕してし
まった、と苦々しく指摘した。

（June 23, 2016）

7

前年の受賞者ボブ・ディランをイシグロ�
が敬愛し、「ディランがいなければ作家�
にはならなかっただろう」との言葉を
紹介している。記事は 19 ページ目の
下半分で受賞に対する扱いは非常に�
控えめ。（October 6, 2017）

8

首相が交代しても閣僚は続投すること
の多いイギリスでは珍しく、ジョンソン�
新首相は 17 人の閣僚を入れ替え、�
離脱派を中心とする内閣を樹立した。

（July 25, 2019）

9
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